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第 4 章および第 5 章では，孔型衛星ロールを用いたサテライトミル圧延により平条の拡幅圧延を行う方法として，
凹型衛星ロール法ならびに凸型衛星ロール法を考案し，サテライトミル圧延で、は通常圧延に比べて極めて大きな幅広
がりを生じること，凸型衛星ロール、法は凹型衛星ロール法に比べて幅広がりは若干小さいが変形は均一であることを
明らかにしている o さらに第 6 章ではサテライトミル圧延材の集合組織を調査し サテライトミル圧延材で、はひずみ
比(幅広がりひずみ/延伸ひずみ)が 1 に近いことに対応して，一軸圧縮集合組織が形成されることを明らかにして
いる。
第 7 章~第 9 章ではサテライトミルを用いて素材平条より異形断面条を製造する方法として孔型中心ロール法なら
びに孔型衛星ロール法を考案し サテライトミル圧延では材料の延伸が抑制され，厚肉部での減肉が少なく孔型への
充満性が極めて優れていること，孔型衛星ロール法は孔型中心ロール法に比べて孔型への充満性が優れ圧下力は小さ


















(1) 一本の大径中心ロールの外周上に 5 本の小径衛星ロールを配置し，全ての衛星ロールと中心ロールを同周速で、駆
動しつつ，中心ロールと衛星ロール間で、材料を連続的に圧延する形式のサテライトミルを試作し，ミルの弾性変形
特性を明らかにするとともに，アルミニウム平条の圧延実験により延伸抑制効果ならびに通常の圧延では不可能な
大きな幅広がりを生じる拡幅圧延が実現できることを確かめている。
(2) 衛星ロールに台形状の突起または溝を加工した孔型衛星ロール法により，さらに大きな幅広がりが生じ，得られ
た圧延板の集合組織は通常の圧延集合組織から一軸圧縮集合組織に近づき，面内異方性の少ない板が得られること
を見いだしている。
(3) サテライトミルの延伸抑制効果は孔型ロールを用いた場合，材料の孔型への充満性を著しく高めるため，通常の
孔型圧延では製造困難な異形断面条，特に板厚が板幅方向に不連続的に数倍変化する板を平板から容易に製造でき
ることを見いだしている。
(4) 酸化物超伝導粉末を銀管に充てんした複合線をサテライトミル圧延した場合，高い圧縮応力の発生が粉末の圧密
化に有効に作用し，これが延伸抑制効果とあいまって，得られた超伝導線材の臨界電流密度を通常圧延より上昇で
きることを見いだしている。
以上のように，本論文は，従来の圧延機では不可能な薄板の延伸抑制圧延を実現できる新型圧延機を開発し，その
変形特性を解明するとともに，それを材料加工に適用して，従来の圧延板とは異なる集合組織を有する薄板の製造，
従来圧延法では製造不可能な異形断面条の製造，超伝導線材の特性の向上などが可能であることを実証し，その機構
を明らかにしており，材料加工学特に材料塑性工学の分野に寄与するところが大きい。よって，本論文は博士論文と
して価値あるものと認める O
